
APRIL 2013 市政 52市政 APRIL 201353

２月18日〜３月18日

政
策
推
進
委
員
会
を
開
催 

「
全
国
市
長
会
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル
│
国
に
よ
る 

地
方
交
付
税
削
減
・
地
方
公
務
員
給
与
削
減 

要
請
に
つ
い
て
│
」を
決
定

　

２
月
20
日
、
全
国
都
市
会
館
に
お
い
て
政
策
推

進
委
員
会
を
開
催
し
、
地
方
公
務
員
給
与
問
題
に

対
す
る
本
会
の
当
面
の
対
応
等
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

　

委
員
会
で
は
、「
全
国
市
長
会
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル

│
国
に
よ
る
地
方
交
付
税
削
減
・
地
方
公
務
員
給
与

削
減
要
請
に
つ
い
て
│
」
を
取
り
ま
と
め
、
今
後
、

我
々
の
主
張
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
た
。

　

緊
急
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
①
地
方
公
務
員
の
給
与

は
、
公
平
・
中
立
な
知
見
を
踏
ま
え
、
住
民
や
議
会

の
意
思
に
基
づ
き
各
自
治
体
が
自
主
的
に
決
定
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
や
、
地
方
の
固
有
の
財

源
で
あ
る
地
方
交
付
税
を
地
方
公
務
員
の
給
与
削

減
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
は
、
地
方
分
権
流
れ
に
反

し
、
地
方
の
財
政
自
主
権
を
侵
す
も
の
で
あ
り
誠

に
遺
憾
で
あ
る
、
②
現
下
の
デ
フ
レ
基
調
の
な
か
、

厳
し
い
地
域
経
済
を
回
復
基
調
に
乗
せ
る
た
め
に

も
地
方
公
務
員
の
給
与
削
減
は
、
極
め
て
問
題
で
あ

る
。
経
済
界
に
対
し
民
間
給
与
の
引
き
上
げ
を
要
請

し
て
い
る
政
府
の
立
場
と
も
矛
盾
す
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
、
③
今
回
公
表
さ
れ
た
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
は
、
臨
時
的
に
削
減
さ
れ
た
国
家
公
務
員
給
与

と
の
比
較
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
国
を
上

回
っ
て
市
町
村
が
行
っ
て
き
た
10
年
間
で
１
・
６
兆

円
の
総
人
件
費
の
削
減
、
13
万
人
の
人
員
削
減
の

行
革
努
力
が
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
再
三
指
摘
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
、
④
今
後
、

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を
含
め
、
国
・
地
方
を
通
じ
る

中
長
期
の
公
務
員
の
給
与
・
定
数
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
早
急
に
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」で
の
議
論

を
開
始
す
べ
き
で
あ
り
、
実
効
あ
る
運
営
を
図
る
た

め
に
分
科
会
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
等

を
主
張
し
て
い
る
。
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な
お
、
委
員
会
終
了
後
、
森
会
長
は
記
者
会
見
を

行
っ
た
。

�

［
企
画
調
整
室
］

「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を 

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る 

法
律
案（
番
号
法
案
）に
対
す
る
意
見
」等
を 

内
閣
官
房
社
会
保
障
改
革
担
当
室
等
に
提
出

　

行
政
委
員
会
の
も
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
共
通
番

号
制
度
等
に
関
す
る
検
討
会
（
座
長
：
横
尾
・
多
久

市
長
）
は
、
２
月
22
日
、
内
閣
官
房
社
会
保
障
改
革

担
当
室
、
総
務
省
自
治
行
政
局
住
民
制
度
課
及
び
内

閣
官
房
政
府
情
報
化
統
括
責
任
者（
政
府
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）室

に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
案（
番
号
法
案
）に
対
す
る
意
見
」「
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
法
案
に
対
す
る
意
見
」
及
び

「
内
閣
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る

意
見
」を
提
出
し
た
。

�

［
行
政
部
］

第
30
次
地
方
制
度
調
査
会
第
４
回
総
会
が 

開
催
さ
れ
、
森
会
長
が
出
席

　

２
月
27
日
、「
第
30
次
地
方
制
度
調
査
会
第
４
回

総
会
」が
開
催
さ
れ
、
委
員
の
森
会
長
が
出
席
し
た
。

　

同
総
会
で
は
、
新
藤
総
務
大
臣
の
挨
拶
の
後
、「
大

都
市
制
度
に
つ
い
て
の
専
門
小
委
員
会
中
間
報
告
」

及
び
基
礎
自
治
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、
同
報
告
に
お
い
て
、
①
指
定
都

市
が
処
理
で
き
る
事
務
は
で
き
る
だ
け
指
定
都
市
に

移
譲
す
る
と
と
も
に
、
ま
と
ま
っ
た
財
政
負
担
が
生

じ
る
場
合
に
は
税
源
の
配
分
も
含
め
て
財
源
措
置
の

あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
と
さ
れ
た
こ
と
、
②
中
核

市
・
特
例
市
制
度
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層

の
事
務
の
移
譲
を
可
能
と
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き

と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
評
価
を
し
て
い
る
。
一

方
、
①
事
務
処
理
特
例
制
度
に
つ
い
て
、
都
道
府
県

と
自
治
体
と
の
力
関
係
を
考
え
る
と
、
第
三
者
機
関

の
関
与
や
都
道
府
県
側
の
立
証
責
任
な
ど
の
ル
ー
ル

化
、
②
基
礎
自
治
体
間
の
水
平
連
携
方
策
等
に
つ
い

て
検
討
い
た
だ
き
た
い
こ
と
等
を
発
言
し
た
。

�

［
行
政
部
］

「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」の 

地
方
３
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、 

大
西
・
高
松
市
長
、
岡
㟢
・
高
知
市
長
が 

意
見
陳
述

　

２
月
28
日
開
催
の
「
第
５
回
社
会
保
障
制
度
改
革

国
民
会
議
」
に
お
い
て
、
地
方
３
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ

が
行
わ
れ
、
本
会
か
ら
社
会
文
教
委
員
長
・
介
護
保

険
対
策
特
別
委
員
長
の
大
西
・
高
松
市
長
、
国
民
健

康
保
険
対
策
特
別
委
員
長
の
岡
㟢
・
高
知
市
長
が
出

席
し
た
。

　

大
西
・
高
松
市
長
は
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
、
制
度
を
安
定
的
か
つ
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
①
市
町
村
の
個
々
の

状
況
を
踏
ま
え
た
、
国
に
よ
る
十
分
か
つ
適
切
な
財

政
措
置
、
②
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
よ
る
第
１

号
保
険
料
の
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
強
化
の
た
め
の

１
３
０
０
億
円
の
確
実
な
確
保
、
③
マ
ン
パ
ワ
ー
の

安
定
的
確
保
に
つ
い
て
、
労
働
環
境
の
改
善
を
図
る

こ
と
や
、
元
気
な
高
齢
者
や
女
性
の
活
用
も
考
え
る

こ
と
、
④
単
独
で
は
保
険
運
営
が
難
し
い
小
規
模
市

町
村
も
あ
り
、
保
険
運
営
の
広
域
化
の
検
討
等
が
必

要
で
あ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
発
言
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
①

国
が
シ
ス
テ
ム
の
大
枠
を
示
し
た
う
え
で
、
市
町
村

が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
判
断
し
、
実
施
で
き
る
仕

組
み
と
す
る
こ
と
が
必
要
、
②
特
に
医
療
と
の
連
携

の
更
な
る
推
進
が
必
要
、
③
シ
ス
テ
ム
の
中
心
と
な

る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
整
備
と
あ
わ

せ
、
総
合
相
談
支
援
事
業
強
化
の
た
め
の
マ
ン
パ

ワ
ー
と
財
源
の
確
保
等
が
必
要
で
あ
る
等
に
つ
い
て

発
言
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、
①
消
費
税
率

の
引
上
げ
に
よ
り
確
保
す
る
０
・
７
兆
円
を
含
め
、

必
要
と
さ
れ
て
い
る
１
兆
円
超
程
度
の
財
源
を
必
ず

確
保
す
る
こ
と
、
②
制
度
の
詳
細
を
検
討
す
る
際

は
、
地
方
が
先
行
実
施
し
て
い
る
事
業
を
後
退
さ
せ

る
こ
と
等
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
、
③
国

#3 #2

記者会見をする森会長

#4
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の
所
管
の
一
本
化
等
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
に
つ
い

て
発
言
を
行
っ
た
。

　

岡
㟢
・
高
知
市
長
か
ら
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度

に
つ
い
て
、
①
所
得
の
低
下
や
他
の
社
会
保
険
料
と

あ
わ
せ
て
被
保
険
者
の
負
担
は
限
界
で
あ
り
、
ま

た
、
市
町
村
保
険
者
も
収
納
率
の
低
下
等
に
よ
り
制

度
運
営
は
限
界
に
達
し
、
さ
ら
に
、
医
療
費
や
他
制

度
へ
の
支
援
金
の
増
嵩
に
よ
り
、
今
や
国
保
財
政
は

破
た
ん
状
態
で
あ
る
こ
と
、
②
現
行
制
度
の
公
費
負

担
の
確
実
な
実
行
と
是
正
が
必
要
で
あ
り
、
普
通
調

整
交
付
金
の
高
額
医
療
費
共
同
事
業
国
庫
負
担
へ
の

流
用
等
の
不
合
理
な
取
扱
い
は
是
正
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
基
盤
強
化
策
の
２
２
０
０
億
円
は
消

費
税
率
８
％
へ
の
引
上
げ
時
に
確
実
に
実
施
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
、
③
現
行
の
公
費
50
％
、
保
険
料
50
％

の
枠
組
み
の
変
更
等
更
な
る
公
費
の
拡
充
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
④
国
保
制
度
だ
け
で
な
く
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
も
含
め
て
、
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た

め
、
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
が
図
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
が
、
当
面
、
都
道
府
県
を
保
険
者
と
す
る
広
域

化
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
発
言
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
に
つ
い

て
、
①
医
師
・
看
護
師
等
の
絶
対
数
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
②
地
域
の
病
院
と
診
療
所
等
が
協
力

し
合
う
等
、
医
療
機
関
の
連
携
の
推
進
が
必
要
で
あ

る
こ
と
等
に
つ
い
て
発
言
を
行
っ
た
。

�

［
社
会
文
教
部
］

「
気
象
業
務
法
及
び
国
土
交
通
省
設
置
法
の 

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
意
見
」を 

国
土
交
通
省
気
象
庁
総
務
部
企
画
課
に
提
出

　

本
会
は
、
３
月
７
日
、
国
土
交
通
省
気
象
庁
総

務
部
企
画
課
に
対
し
、「
気
象
業
務
法
及
び
国
土
交

通
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す

る
意
見
」を
提
出
し
た
。

�
［
行
政
部
］

「
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
の
設
置
」の 

閣
議
決
定
等
を
受
け
、
森
会
長
が
談
話
を
発
表

　

３
月
８
日
、
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
が
政
府

に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
ま
た
同

本
部
に
お
い
て
、「
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
第
４
次

見
直
し
に
つ
い
て
」
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

森
会
長
が
談
話
を
発
表
し
た
。

　

談
話
で
は
、
安
倍
内
閣
に
お
い
て
、
地
方
分
権
の

推
進
体
制
を
整
え
た
こ
と
な
ど
を
評
価
し
た
上
で
、

今
回
の
見
直
し
事
項
等
に
係
る
一
括
法
案
の
早
期
成

立
、
地
方
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え
た
真
の
分
権
型
社

会
の
構
築
に
向
け
た
改
革
の
推
進
を
求
め
る
こ
と
を

表
明
し
た
。

�

［
行
政
部
］

東
日
本
大
震
災
二
周
年
追
悼
式
に 

小
林
・
八
戸
市
長
等
が
参
列

　

３
月
11
日
、
国
立
劇
場
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震

災
二
周
年
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
、
小

林
・
八
戸
市
長（
本
会
行
政
委
員
会
副
委
員
長
）、
林
・

横
浜
市
長
、
髙
島
・
福
岡
市
長
を
は
じ
め
21
名
の
市

長
等
が
参
列
し
た
。

　

追
悼
式
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
席
さ
れ
、

天
皇
陛
下
が
お
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
式
辞
、
伊
吹
衆
議
院
議
長
、

平
田
参
議
院
議
長
、
竹
㟢
最
高
裁
判
所
長
官
の
各

追
悼
の
辞
、
ご
遺
族
代
表
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
最

後
に
各
参
列
者
が
献
花
を
行
い
、
哀
悼
の
意
を
表

し
た
。

�

［
総
務
部
］

森
会
長
が
安
倍
総
理
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉 

参
加
表
明
を
受
け
て
コ
メ
ン
ト
を
発
表

　

３
月
18
日
、
森
会
長
は
、
今
般
、
安
倍
総
理
が
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
を
表
明
し
た
こ
と
を
受
け
て
全

国
市
長
会
会
長
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。
コ
メ
ン
ト

で
は
、
①
今
後
、
我
が
国
が
交
渉
に
参
加
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
国
益
を
十
分
に
守
り
、
我
が
国
の
繁
栄

に
つ
な
が
る
よ
う
に
交
渉
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
、

②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
に
お
い
て
は
、
国

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
十
分
な
情
報
の
開
示

と
丁
寧
な
説
明
を
行
う
べ
き
で
あ
る
、
③
国
内
の
農

林
水
産
業
や
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
を
踏
ま
え
、

米
、
麦
、
牛
肉
・
豚
肉
、
乳
製
品
、
甘
味
資
源
作

物
等
を
関
税
撤
廃
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
と
と
も

に
、
食
料
安
全
保
障
の
確
保
、
食
品
の
安
全
・
安

心
の
確
保
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
維
持
を
は
じ
め
、

医
療
・
社
会
福
祉
、
政
府
調
達
等
の
各
分
野
へ
の

懸
念
が
現
実
の
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
万
全
の

体
制
で
臨
む
よ
う
強
く
求
め
る
と
し
た
。

�

［
経
済
部
］

#6#7

#5

岡㟢・高知市長（左から2 番目）、大西・高松市長（左から3 番目）

#8

　地域再生の課題を改めて分析し、今後のまちづくりに欠

かせない処方箋をさまざまな角度から提言した一冊。

　衰退傾向の商店街を社会インフラと位置づけ新たな役割

を担ってもらうことや、コンビニ・教育機関を巻き込んだ

まちなか再生案、第６次産業を“進化”させてまちづくりに

生かす方法、さらには最新の統計学を駆使して人口規模に

見合った地域の再生策を探るなど、斬新でユニークなアイ

デアがふんだんに盛り込まれている。

　関係者はもとより、一般市民にも一読をお薦めしたい。

まちづくりのスマート革命
〜主張する“まち”だけが生き残る

中央大学総合政策学部教授　細野助博 著　
時事通信出版局　定価2,200円（本体）


